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口から食べられず経管栄養が必要な状態で
当院へ入院された方が、リハビリにより
経口摂取できるようになった割合です

入院時に排尿のためのカテーテルを必要としていた方が、
訓練等によりカテーテルを必要としなくなった割合です

回復期病棟における月毎の転倒件数です
2025年度は1年間に62件の報告がありました

必用に応じて、退院前にスタッフがご自宅
を訪問し、必要な家屋改修や福祉用具の導
入を検討しています
全患者における実施割合です

バスや電車、駅構内、エスカレーターや人通りの多い
街中等を歩く練習を実施しています
全患者における実施割合です

自動車の運転再開希望がある場合は、
シミュレーターで評価・訓練を実施しています
全患者における実施割合です

回復期リハビリテーション病棟の診療実績のデータを公開しております
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